
 

 

 

アクリル系軽量樹脂モルタル デンカダイナライト 

不陸調整用 

１．はじめに                                   

デンカダイナライト不陸調整用は液状主剤（Ａ剤）と特殊軽量骨材（Ｂ材）からなる室温硬化型アク

リル系軽量樹脂モルタルです。軽量（比重＝１．１）のため、垂直面や天井面の施工が可能です。主に

コンクリート構造物の不陸・段差部の調整、巣穴処理に適しています。 

２．特 長                                    

  ①作業性 

   特に薄塗りに適した作業性を有します。 

②軽量モルタル 

比重は約１．１で、垂直面や天井面に施工してもダレません。 

  ③速硬化 

   施工後、数時間で硬化し、工期短縮を可能とします。 

  ④低温硬化性 

低温硬化性に優れ、－５℃でも硬化するため、冬場施工が可能です。 

  ⑤安全性 

低臭気で皮膚刺激性の低い原材料を厳選して使用しており、臭気が気になりません。 

３．品種・荷姿                                  

 

 

 

 

 

 

 

４．性 状                                    

項   目 Ａ剤 Ｂ材 

主  成  分 変性アクリル樹脂 特殊軽量骨材 

外    観 半透明粘稠液 薄灰色系粉体 

粘    度 [mPa･s] ４０００程度 ※ － 

標準混合比率 [質量比] ２．５ ３．５ 

混 合 時 比 重 １．１ 

    ※デンカダイナライトＳＡ：２５℃／デンカダイナライトＲＡ：１５℃／デンカダイナライトＷＡ：５℃ 測定 

 

 

 Ａ剤 Ｂ材 

夏  用 デンカダイナライトＳＡ不陸調整用  

春 秋 用 デンカダイナライトＲＡ不陸調整用 ダイナライトＢ不陸調整用 

冬  用 デンカダイナライトＷＡ不陸調整用  

荷  姿 ２．５Ｋｇボトル ３．５Ｋｇ袋 



 

５．硬 化 物 特 性 例                               

試 験 項 目 社 内 規 格 値 試 験 方 法 

圧 縮 強 さ [N/mm2]  ２０以上 JIS K 7181 

曲 げ 強 さ [N/mm2]  １０以上 JIS K 7171 

引 張 強 さ [N/mm2]   ５以上 JIS K 7161 

コンクリート付着強さ[N/mm2] ２．０以上（母材破壊） 建研式 

 

６． 硬 化 特 性 例（可使時間及び硬化時間）                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

７．取 り 扱 い 方 法・注 意 事 項                          

●Ａ剤は消防法の危険物に該当しますので、作業場所は火気厳禁としてください 
●作業場所は換気を良くし、保護メガネ、保護ゴム手袋、保護マスクなどの保護具を着用してください 
●下地との密着力を確保するために、プライマー（デンカＤＫ５５０－００３）のご使用を推奨します。 
●器具類に付着したものは、硬化する前に有機溶剤（シンナー、アセトン等）で洗浄してください。 
●ご使用に際しては、「ダイナライト取り扱い説明書」をご参照ください。 
 
 

 

デンカダイナライト不陸調整用の硬化特性 

季節グレード 温度（℃） 可使時間（分） 硬化時間（分） 

Ｗ ５℃ ２５～７０ ５０～１４０ 

Ｒ １５℃ ２５～７０ ５０～１４０ 

Ｓ ２５℃ ２５～７０ ５０～１４０ 


